
児童発達支援　 （別紙３）

～ 令和６年　１０月　３１日

（対象者数） 4 （回答者数） 3

～ 令和６年　１０月　３１日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も保護者と話す時間を確保し、困りごとの把握・解決に

努める。

2

今後も子どもの様子を見て活動を計画していきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

必要事項は会議録に残し、閲覧を徹底する・情報共有をして

から支援に入るなど、ルールを作る。

2

地域とのつながりについて、まずは事業所内にPRする。

3

○事業所名 こども相談室てんとうむし

○保護者評価実施期間
令和６年　１０月　１８日

○保護者評価有効回答数

令和６年　１０月　１８日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和6年　12月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

情報の共有や振り返りが全スタッフと出来ていない（常にい

るスタッフとは出来ているが、主に夕方のスタッフと出来て

いない）／

他機関との連携がスタッフ間で共有されていない

既に療育が始まっていて、利用者の前では難しいため

あまり事例が無いため、知られていない

地域に開かれた事業所運営 事業所の運営についてPRしていない

丁寧な保護者対応を心がけている ・困りごとを把握し、がんばり表を使って継続的に対応して

いる。

・必要であればカウンセリングの案内をしている。

・グループでは定期的にペアレントトレーニングを行ってい

る

活動プログラムの充実 その時々の子どもに合わせプログラムを計画し、柔軟に行っ

ている

事業所における自己評価総括表公表


